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北海道寿都郡黒松内町来馬湿地の植物相

冨士田　裕子 i ・ 李　娥英 ii

はじめに
道道 266 号線（大成黒松内停車場線）と国道 37 号線の三叉路に近い北海道寿都郡黒松内町字大成には、2011 年に

黒松内町で開催された「第１回生物多様性まつり」の報告会において、東京大学の鷲谷いづみ教授により「来馬湿原」
と命名された面積約 4ha の原野が存在する（図 1）。「湿原」と名付けられた理由は、この原野内に開水面（沼）をも
つ約 1ha の湿地部分が含まれるからである。この湿地の来歴について、黒松内町の資料には殆ど記録が存在しない。
地域の方への聞き取りから、1948 年（昭和 23 年）頃にヒガシダ・カズヤ氏が開拓農家として入植されたが、1963 年（昭
和 38 年）頃にはヒガシダさんは当地を離れたことがわかっている。その後、この土地がどのように改変され利用さ
れたのかなど、詳細は不明である。

この湿地には、原野の南側、国道 37 線から道道 266

号線に入り約 600m 付近に取りつけ道路の跡があり、
そこから中に入ることができる。原野は南から北に傾
斜しており、斜面下部のやや平坦な部分に東西に細長
い沼と湿地が広がっている。入り口付近から中に入る
と、下層土がむき出しになった裸地が存在し、ササ等
が侵入し、樹木の幼木が散在する。さらに北に向かっ
て緩い斜面を下ると、土壌が未発達で水がしみ出た
湿った小面積のパッチ状の湿地が点在し、モウセンゴ
ケやホシクサ類など小型の湿生の植物が繁茂する。さ
らに下ると、沼までの間に湿地とそれに隣接するハン
ノキの小班、ウロコミズゴケのパッチなどが見られる。
沼とその周辺にはヨシやイワノガリヤスを主体とする
湿生草本群落が広がり、さらに進むと、二次林につき
あたる。湿地の西側はやや標高が高くササが密生して
いる。

当地の地形と現状から、来馬湿地は開拓農地跡地に成立した湿地と考えられる。湿地上部の裸地は、さらに表土
を除去するなどの改変がなされた場所と推測され、下部の沼は開拓時あるいはその後の土地改変で人工的に造成さ
れたらしいが、定かではない。モウセンゴケやホシクサ類が生育する場所では、未成熟な鉱物質土壌の表面が常時
濡れている状態である。

松浦武四郎「東西蝦夷山川地理取調図」（1860）に当地周辺にアイヌ語地名のライハという表記が残され（国立国
会図書館デジタル化資料　http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2610812　にて確認）、北海道のアイヌ語の地名に関してま
とめた山田（2000）によれば、ライバ（ライパ）とは「（流れが）死んでいる川口」の意とされ（山田の指摘は登別
の来馬についてであるが、諸地に同名が多いとある）、湿地の特徴が表現されるため、鷲谷教授が命名されたと聞く。
鷲谷教授は「来馬湿原」と名づけられたが、現地は泥炭が堆積する泥炭地湿原ではないこと、一部で表層土壌が発
達せず、鉱物質の下層土上に湧水によると推察される湿地が見られることから、本報では狭義の湿原（mire）（泥炭
地上に成立する湿原を指す）ではなく、広義の湿地（wetland）とみなし、あえて「来馬湿地」と呼ぶこととする。

黒松内町には数 m の泥炭が堆積した泥炭地上に成立している「歌才湿原」が存在する（Sakaguchi 1989）。歌才
湿原は民有地であったため、黒松内町と日本ナショナル・トラスト協会が 2015 年に購入し（http://www.ntrust.or.jp/

trust_project/index.html）、黒松内町が保全対策を実施している。また、隣接する長万部町の太平洋に面する静狩には、

図 1.　来馬湿地の位置．グレーの楕円部分．
（国土地理院発行の 2 万 5 分 1 地形図（静狩）を使用）

- 1 -



冨士田　裕子・李　娥英：北海道寿都郡黒松内町来馬湿地の植物相

元国指定天然記念物の静狩湿原が残存している（冨士田・橘　1998）。この地域は、泥炭地湿原が多数存在する北海
道の中で、低地に高層湿原が発達する南限とされる地域で（Fujita et al. 2009）、静狩湿原や歌才湿原は学術的にも重
要な湿原である。一方、来馬湿地は人為改変跡地に成立した二次植生で、湧水が関係するなど、歌才湿原や静狩湿
原とはまったく異なるタイプの湿地である。二次的に成立した湿地にどのような植物が生育するかを知ることは、
人為による消失や劣化が進む湿地の再生等にとって、有意義な情報をもたらすと期待される。

そこで本調査は、来馬湿地の植生や環境を明らかにする基礎情報として、植物相を明らかにすることを目的とした。

調査地の変遷
国土地理院の地図・空中写真閲覧サービス（http://mapps.gsi.go.jp/）によって、空中写真を閲覧すると、1948 年（米

軍撮影）、1965 年、1966 年、1969 年、1971 年、1976 年（カラー）、1987 年の 7 時期のものが存在する。1987 年以降、
国土地理院の管轄下で写真は撮影されていない。撮影された写真は解像度が低く、写真を購入しないと、当該地が
どのような状況であったのか読み取るのは困難であった。黒松内町役場の高橋興世氏によれば、聞き取り調査から
ヒガシダ・カズヤ氏が開拓農家として入植されたのが 1948 年頃で、1963 年頃にはヒガシダさんは当地を離れたと
いうことであるから、入植中の写真は米軍撮影の 1948 年のみが該当する。

1976 年撮影のカラー写真は、1971 年の白黒写真とはまったく異なり、当該地が大きく改変された様子が写ってい
る。当該地とその周辺では、掘削のような手が加えられ、道路に向かって複数本の溝（排水路？）か道が造成され
ていた。国道 37 号線から道道 266 号線に入り来馬川を横断すると、道路はやや登り坂となり、来馬湿地上部に小さ
い丘が存在する（図 1 参照）。その丘の北斜面側に湿地への入り口があり、地形図からはこの丘から北に向かい小
さな谷が存在することが読み取れる。来馬湿地はちょうどこの小さな谷部分に位置し、集水するあるいは、前述し
たように丘の部分の際から湧水があるために元々湿った土地であった可能性が高い。そのため 1976 年の空中写真に
写っているような改変がなされたのではないかと推測する。しかし、あくまでも現時点での推測であることから、
土地の来歴に関しては、町による情報の収集、空中写真の購入と実体視による解析などが、今後必要であろう。

方　　法
植物相調査は、2012 年 6 月 27 日、7 月 25 日、8 月 16 日、9 月 11 日、2013 年 5 月 1 日、5 月 28 日、6 月 22 日、7

月 16 日に実施した。植物の採集は、湿地およびその周辺の様々な群落や立地を回りながら行った。草本植物は可能
なものは根茎から、根茎から採取するのが困難な大型の草本植物や樹木は、植物体の一部を採取した。出来る限り、
生殖器官（花や果実）のついた植物個体を採取した。採集した植物はさく葉標本を作成し、植物園で植物を同定し、
調査地の植物相リストを作成した。なお、さく葉標本は北海道大学北方生物圏フィールド科学センター植物園の植
物標本庫で保管している。同定は佐竹ら (1981, 1982a, 1982b, 1989a, 1989b)、岩槻 (1992) に従ったが、一部は長田 (1972)、
滝田 (2001)、星野ら（2011）、清水ら（2001）を使用した。また、植物の学名は YList（http://ylist.info/）を使用した（た
だし、1 分類群のみ、岩槻（1992）を用いた）。同定した植物分類群に関して、APG Ⅲ分類体系にそって植物相リス
トを作成した。また、リストには採集時に記録をとったものに関して生育地立地情報を加えた。さらに、リストに
は環境省第４次レッドリスト（2012）（http://www.env.go.jp/press/files/jp/20557.pdf）、北海道（2001）による絶滅危惧
植物のランクを載せた。さらに北海道ブルーリスト 2010（http://bluelist.ies.hro.or.jp/）に掲載されている北海道のブルー
リスト（外来種のリスト）のランクも載せた。ブルーリストのカテゴリーについては、北海道ブルーリスト 2010（http://

bluelist.ies.hro.or.jp/）を参照されたい。

結果および考察
1. 植物相と絶滅危惧種について

植物相調査の結果を表 1 に示した。来馬湿地では、59 科 110 属 146 分類群の高等植物が確認された。
同定した植物のうち、羊歯植物は 9 分類群、裸子植物はカラマツのみであった。科別ではカヤツリグサ科が 20 分

類群、キク科が 18 分類群、イネ科が 15 分類群であった。カヤツリグサ科の植物の多くは、湿地内に生育していた。
キク科の植物は湿地内、林縁、入口付近など様々な立地で見られた。イネ科の植物は、入口付近に生育しているも
のが多く、約半数が北海道ブルーリストに掲載されている外来種であった。

レッドリスト植物は、エゾサワスゲが環境省指定 NT、ムラサキミミカキグサが環境省指定 NT と北海道指定 Vu、
エゾリンドウが北海道指定 R であった。一方、北海道指定のブルーリストに掲載されている植物は全体で 27 分類群
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であった。今回確認した全分類群に対するブルーリスト指定植物の割合は、18.5％であった。ブルーリスト指定植
物は、ほとんどが入口の道やその付近でみられ、それ以外では湖岸のそばのササ地内にイタチハギ、斜面上部の湿
地にユウゼンギクが、北側の林地の林縁にオオハンゴンソウとオオアワダチソウが生育していた。イタチハギがど
のようにしてこの湿地に侵入したのか不明であるが、日本生態学会による日本の侵略的外来種ワースト 100 にも選
定されている（自然環境研究センター・多紀　2008）ことからも、今後さらに個体数を増やす可能性がある。

2. 歌才湿原、静狩湿原の植物相との比較
来馬湿地は、近隣の泥炭地湿原の歌才湿原と静狩湿原とは立地が異なる。そこでこの 2 つの泥炭地湿原の植物相

との比較を行った。歌才湿原に関しては、Lee et al.（2016a）の植物相リスト、静狩湿原に関しては、Lee et al. (2016b）
の現在の植物相リストを用いた。

静狩湿原は約 34ha と面積が広く、高層湿原植生や池塘が残存する一方、農地開発に伴い排水路や道路、植林地
など新たな立地が成立しているため、261 分類群の高等植物が記録されており、非湿地生の植物も多い（Lee et al.　
2016b）。一方、歌才湿原は 4.5ha と面積が狭く、湿原の中央部を国道 5 号線が貫通し、残存湿原内や周辺部に排
水路が掘られ、地下水位低下による植生の変化等が著しく、記録された高等植物は 146 分類群である（Lee et al.　
2016a）。どちらの湿原のフロラリストにもなく、来馬湿地のみで記録されたものとしてクサソテツ、ヒロハイヌノ
ヒゲ、コウガイゼキショウ、ハリコウガイゼキショウ、ショウジョウスゲ、ヒロバスゲ、ミノボロスゲ、サドスゲ、
アズマナルコ、エゾサワスゲ、フトイ、エゾヌカボ、イワノガリヤス、オオウシノケグサ、ヌマイチゴツナギ、フッ
キソウ、イタチハギ、コメツブウマゴヤシ、シロバナシナガワハギ、ハリエンジュ、カラハナソウ、タニガワハンノキ、
ミヤマハンノキ、タチツボスミレ、コンロンソウ、エゾワサビ、ミヤママタタビ、ホソバノヨツバムグラ、ケアオダモ、
オトコエシ、タニウツギ、コシアブラなどが挙げられる。これらは、森林を構成する樹木や林床植物、低層湿原植物、
路傍や荒れ地に侵入する外来植物などであった。

一方、歌才湿原、静狩湿原で見られ、来馬湿地で確認されなかった種のうち、サワギキョウ、ウメバチソウ、ヤ
チスゲ（静狩湿原のみ）、ミタケスゲ、トマリスゲ、ワタスゲ、ミカヅキグサ、ヒメシャクナゲ（静狩湿原のみ）、
ヤチツツジ（静狩湿原のみ）、ガンコウラン、ツルコケモモ、コタヌキモ、ヤチスギラン（静狩湿原のみ）、カキラン、
トキソウ、ミツバオウレン、ホロムイイチゴ ( 歌才湿原のみ）、ホロムイソウなどは、泥炭地の高層湿原に出現する
種であった。

おわりに
来馬湿地は泥炭地湿原の歌才湿原や静狩湿原とは、形成過程も湿地のタイプも異なる。そのため、高層湿原植生

を特徴づける種が出現しない。また開発行為後に成立した二次植生であり、低層湿原や林地で見られる種、外来植
物が生育し、絶滅危惧植物も少ない。しかし一部の土壌が未発達で水がしみ出る場所では、モウセンゴケやヒロハ
ノイヌノヒゲ、ムラサキミミカキグサなど小型の湿生植物が繁茂する植生が見られる点が、他の泥炭地湿原では見
られない特徴であった。中央部の湿地のうちハンノキ林に隣接する部分では、ハンノキの稚樹の侵入が著しいこと
から、今後、ハンノキ林への遷移が進行する可能性は高い。
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